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文序

池田市は大阪府の北西部に位置し、五月山の緑、猪名川の水の流れに囲ま

れています。このような自然の豊かな環境の中、人々が先史の時代から営み

始めています。

近年はこの地も、陸・空の交通の要衝として、また、大阪のベッドタウン

として開発が進み、大きく発展してまいりました。

しかしながら、このような開発、発展とは裏腹に、我々の祖先が伝え残し

てきた文化遺産や自然が破壊され、かっての面影がしのぶことができないほ

ど様がわりしてしまったことも事実です。祖先から受け継がれてきた文化遺

産を現代生活に反映しつつ、また、後世に伝えて行 くことが我々の義務だと

考えております。

この報告書は、上述した状況の中、危機に面している埋蔵文化財について、

国並びに大阪府の補助を受けて実施した発掘調査の概要報告であります。本

書が文化財の理解に通じれば幸いと存じます。

なお、調査の実施にあたっては多 くの御指示、御助言をいただいた諸先生

並びに関係機関をはじめ、土地所有者、近隣住民の方々には文化財保護に対

して格別の御理解と御協力をいただきました。心より感謝と敬意を表し、厚

く御礼申し上げます。

平成 7年 3月

池田市教育委員会

教育長  谷 口 視 蔵



例     言

1.本書は、池田市教育委員会が平成 6年度国庫補助事業 (総額1,000,000円、国庫50%、 府費

25%)、 として実施した埋蔵文化財緊急発掘調査の概要報告書である。

2.本年度の調査および期間は下記のとおりである。

池田城跡第29次 池田市城山町 2-18   平成 6年 10月 11日～10月 21日

池田城跡第30次 池田市建石町1978-8  平成 6年12月 13日～12月 26日

3.調査は、池田市教育委員会教育部社会教育課が実施した。

4.本書の執筆・編集は中西が行なった。また、本書の製図、遺物実測にあたっては野村大作、

辻美穂の協力を得た。

5。 本書で使用する土層の色調は、『新版標準土色帖』 (農林水産技術会議事務局監修、財団法

人日本色彩研究所 色票監修)に よる。

6。 調査の進行にあたっては、施主並びに近隣住民の方々に深勘なるご理解、ご協力をいただ

いたことに対し、深 く感謝の意を表する次第であります。
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I 歴史的環境

池田市は大阪府の西北部に位置し、東西4.lkm、 南北 9。 2kmの南北に細長い市域を有してい

る。その位置は、西摂平野の北部、丹波山地に源を発する猪名川が北摂山地を分断して平野

部に出たところにあり、古 くから谷口集落として、大阪と丹波、能勢地方の物資集散、文化

交流に中心的な役割を果してきた。

池田市の地形をみると、市域のほぼ中央に五月山塊が占め、それより北には、 北摂山地お

よび余野川によって形成された沖積平野が広がっている。また、五月山塊より南には、標高

50～100mの緩やかな五月山丘陵が広がり、 更に南側には、猪名川によって形成された広大
な沖積平野が広がっている。このような自然環境の中、人々は旧石器時代から生活を営んで

いたことが近年の発掘調査で明らかにされている。

旧石器時代

現在のところ旧石器時代に関するものは希薄である。遺物が出上した遺跡としては、伊居

太神社参道遺跡と宮の前遺跡 (螢池北遺跡)が挙げられるが、遺構に関しては未確認である。

伊居太神社参道遺跡は標高約50mの五月山塊西端部に位置し、明治年間から石器が採集され、

その中に少量であるがナイフ形石器、尖頭器等の旧石器時代に比定されるものが認められて

いる。宮の前遺跡では、昭和期から旧石器が収集され、また、発掘調査では、昭和61年度の

大阪府教育委員会や平成元年度の豊中市教育委員会による蛍池北遺跡で国府型ナイフ形石器

が出上している。

縄文時代

上述した伊居太神社参道遺跡において、縄文時代のサヌカイト製の石鏃が、五月山丘陵に

位置する京中遺跡ではサヌカイト製の石鏃・石ヒが採取され、また、近隣の畑ではサヌカイ

ト製の尖頭器が採集されている。一方、南部の台地に位置する神田北遺跡では石鏃・石ヒが、

宮の前遺跡では石棒が採取されている。近年の発掘調査においては、池田城跡下層から晩期

の生駒西麓産突帯文土器が出上し、また、豊島南遺跡で後期から晩期の上器が出上している。

しかし、出上した土器は少量で、また、遺構は検出されておらず、縄文時代の集落等の規模・

性格等は明らかではない。

弥生時代

弥生時代前期の遺跡としては、五月山北麗に位置する木部遺跡が挙げられる。木部遺跡は

工事中に発見された遺跡で本格的な調査がされていないため、詳細は不明である。しかし、

弥生時代前期から後期の上器が出上しており、池田市内では唯一弥生時代金般を通じて営ま

れた遺跡である。弥生時代中期においては、台地上に位置する場所で遺跡が現れるようにな

る。宮の前遺跡は昭和43年・44年に中国縦貫自動車道建設にともない発掘調査が大規模にな

され、方形周溝墓、竪穴式住居跡、土嫉墓等の遺構が多数検出されている。また、宮の前遺

跡から西へ約 l kmに位置する豊島南遺跡では方形周浦墓が検出され、宮の前遺跡との関連が

注目される。後期に入ると、宮の前遺跡、豊島南遺跡は消滅し、かわって、五月山の丘陵上
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1.鼓 ヶ滝遺跡   2.古 江古墳       3.古 江北古墳      4.吉 田遺跡
5.古江遺跡    6.木 部遺跡       7.木 部 1号墳      8.木 部 2号墳
9.木部桃山古墳  10.愛宕神社遺跡    11.伊 居太神社参道遺跡  12.娯 三堂古墳
13.娯三堂南古墳  14.池 田城跡      15.池 田茶臼山古墳   16.五 月ヶ丘古墳
17.鉢塚北遺跡   18.善海 1号墳     19.善 海 2号墳     20.石 積廃寺
21,新稲西遺跡  22.畑有舌尖頭器出土地  23.京 中遺跡      24.夏 湖池遺跡
25,野 田塚古墳  26.鉢塚古墳      27.鉢 塚南遺跡     28.狐 塚古墳
29.石橋古墳   30.二 子塚古墳     31.禅 城寺遺跡     32.宇 保猪名津彦神社古墳
33.宇保遺跡   34.神 田北遺跡     35.腸 塚古墳      36.門 田遺跡
37.神田南遺跡  38.天神遺跡      39.豊 島南遺跡     40。 住吉宮の前遺跡
41.宮 の前遺跡  42.待兼山遺跡

第 1図 遺跡分布図
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に位置する池田城跡下層、鼓ヶ滝遺跡、京

中遺跡、愛宕神社遺跡等の遺跡が現れる。

池田城跡下層では平成 3年の調査において、

ベッド状遺構を伴う竪穴式住居跡が検出さ

れている。また、台地では神田北遺跡にお

いては、竪穴式住居跡、土坑が検出されて

いるが、全体的に後期に入ると集落は五月

山の丘陵に散らばり、小規模化する。

古墳時代

池田市内に残る古墳時代前期に築造され

た古墳は、池田茶臼山古墳と娯三堂古墳が

挙げられる。この 2つの古墳の主体部は共に竪穴式石室を有する。池田茶臼山古墳は五月山

塊より派生する丘陵の鞍部に築造された全長62mの前方後円墳で、葺石、埴輪列が検出され

ている。一方、娯三堂古墳は池田茶臼山古墳より北西約500m離れた五月山中腹に位置する径

27mの円墳で、石室内からは画文帯神獣鏡が出上した。また、平成元年度の調査の結果、同

一の墓嫉内に竪穴式石室と粘土榔が存在することが確認されている。古墳時代中期に至ると

高塚式の古墳はなくなり、かわって、小規模な低墳丘古墳が宮の前遺跡、豊島南遺跡で見ら

れるようになる。古墳時代後期では善海 1・ 2号墳、木部 1・ 2号墳、木部桃山古墳、須恵

質の陶棺を持つ五月ヶ丘古墳のような単独、あるいは 2～ 3基を一単位とする小規模な古墳

が現れるが、群集墳は形成されない。しかし、一方で、巨大な横穴式石室を有する鉢塚古墳

や前方後円墳の二子塚古墳が築造されており、この地域の古墳の中でも、異質の存在である。

古墳時代の集落遺跡としては、古江遺跡、木部遺跡等で須恵器や上師器が出土しているが、

これらの遺跡では、遺構の詳細は判然としない。豊島南遺跡では布留式の上器を伴う焼失住

居が検出され、現在のところ、市内において古墳時代前期の集落遺構が確認された唯―の遺

跡である。中期に入ると少しではあるが、検出遺構も増していく。宮の前遺跡では竪穴式住

居跡が検出されており、また、豊島南遺跡では竪穴式住居跡、溝が検出されている。

歴史時代

集落遺跡としては、宮の前遺跡で奈良時代の掘立柱建物跡・溝跡が検出されおり、豊島南

遺跡、神田北遺跡においても奈良時代の掘立柱建物跡等が検出されている。寺院跡としては

白鳳 。天平時代の瓦が採取された石積廃寺があるが、未調査のため詳細は明らかではない。

中世では神田北遺跡で掘立柱建物跡が検出されており、後白河院領として開発が推進された

呉庭荘と関係するものとも考えられる。

室町時代から戦国時代にかけて、国人の池田氏が豊島郡一帯の政治、経済を掌握するよう

になる。その池田氏の出自の詳細は明らかではないが、応仁の乱ごろから摂津守護細川氏の

被官として勢力を拡大させていくが、永禄11年 (1568)織田信長の摂津入国により、池田氏

は降伏を余儀なくされ、ついには、元家臣荒木村重によって、その地位を奪われることにな

第 2図 豊島南遺跡焼失住居跡
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る。池田氏の居館であつた池田城は|、 五月山塊から南方へ張り出した台地上の南麗に位置し、 1

現在でも主郭は土塁や空堀が良好に残る。昭和43・ 44年に主郭部の~部が調査さ|れた際、礎

石を伴う建物跡や枯山水様の庭園跡が検出され、また、平成元年度から平成 4年度の調査で

は虎回、建物跡、小規模な石垣、内堀、専列建物跡等を確認している。

参考文献

坂口重雄「地形と地質」「池田市吏工各説編 1960年

営由好久「考苦学上に現れた池田J「新厚池口市東』概説篇 1971年

橋高和明 F原始‐古代の池口J池田市立池田中学校地歴部 1985年
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H 池田城跡発掘調査

1. はじbに

池田市の城山町、建石町一帯に広がる池田城は、戦国期を中心とする国人池田氏の居城であ

る。池田城跡は五月山塊から張り出した標高50mを測る台地の西縁辺に立地し、その場所から

は、眼下に旧池田村を望むことができる。また、丹波山地から大阪湾に流れ込む猪名川、大阪

と能勢地方を結ぶ街道を一望することもでき、そのことから、池田城は当時の交通の要衝に選

地されていたことが判る。池田城を居城とした国人池田氏の出自についての詳細は明らかでは

ないが、14世糸己中頃の文献からその名が散見されるようになる。しかし、当時の池田氏の動向

は不明な点が多い。15世紀後半頃以降、摂津守護細川氏の被官として、幾度かの落城を経験し

ながらも、荘園経営や高利貸経営により勢力を伸ばし、摂津の国人の中でも有力な地位を得る

にようになった。しかし、永禄11年 (1568)織 田信長による摂津入国に際し、降伏を余儀なく

され、信長の支配下となる。その後、元家臣であった荒木村重によって城を奪われ、そして、

池田城は村重の有岡城入城に伴い、政治。経済支配の拠点としての役割を終えることとなった。

池田城跡の主郭部は、現在でも土塁と空堀が良好に残 り、当時の面影を少しは窺わせるが、城

全体の構造について不明な点が多く残っていた。昭和43、 44年に主郭部の一部が発掘調査がな
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第 3図 調査地位置図
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され、建物跡に伴う礎石、石組の溝、中世城郭では珍しい枯山水の庭園跡、落城に伴う焼土層

等が検出された。また、平成元年～ 4年に実施された主郭部の発掘調査では、排水のための暗

渠を埋設する虎口、礎石や一部瓦を伴う建物跡、石組の溝、小規模な石垣、主郭内に設けられ

た内堀、倉庫と考えられる嬉列建物跡等が検出された。一方、大阪府教育委員会や池田市教育

委員会による主郭周辺の発掘調査では、主郭部の南方約100mの位置で大手口が存在することや

空堀が幾重にも巡らされていることが判明しており、少しずつであるが城の全容が解明しつつ

ある。また、池田城以前の時代についても明らかになりつつあり、昭和60年以降の大阪府教育

委員会による調査では縄文時代晩期の上器、弥生時代後期の竪穴式住居跡、古墳時代中期の上

坑、奈良時代の木棺墓が検出されおり、また、平成 3年度の池田市教育委員会による発掘調査

では、庄内期のベッド状遺構を伴う竪穴式住居跡が検出されている。

1/   /

0                         1
|

第 4図  トレンチ位置図
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2.池田城跡第29次発掘

調査

調査の概要

発掘調査は池田市城山

町 2-18において、個人

住宅建築工事に先立ち実

施した。調査地は池田城

跡の西端に位置しており、

池田城が立地する五月山

から張り出した台地裾部

にあたる。調査面積は10

m2でぁる。

層序は糸田かくわけるこ

とができるが、基本層位

は第 1層 は表上、第 2層

は下の耕上 を整地 した

層、第 3層は耕上、第 4         第 5図

層は黄褐色上で、僅かだが近世の上器を含む層。第

5層は焼上を多 く含む層、その層の下層には炭層が

ひろがる。第 6層は黄褐色の砂質上、第 7層 は黒褐

色の砂質土 (地山)か らなる。 トレンチの断面にお

0             2m

24.10Y R 6/2灰 芸褐色砂質土 (砂 r4.・上 )
25,10Y R 6/4 にぶ い黄橙色砂質土 (砂礫■ )
26.10Y R 6/4 イこぶい黄橙色砂質上 (砂礫上 )
27 25CY5/1 オ リー ブ灰色砂質土 (砂礫工 )
28 75CY 7/1切 繰灰色砂質 Ji
ワ9 5C7/1 ttl■ 灰色砂質土 (φ l～ 2 cmBk含 む )
30 25Y5/4業 褐色砂質土 (砂礫 Ji)

31 5YR5/31こ ぶ い赤褐色粘質上 (33よ り焼 J=少 ない )
32 5YR5/3に ぶ い赤褐色粘質上 (33と 同 じ)
33 5YR3/4暗 赤褐色粘質上 (廃上娘含 む・スサ入粘上 jRあ り)
34 10Y R 5/3に ぶ い黄禍色砂質上

35 10Y R 5/3に な い黄褐色砂質」
=(r.F多
い )

36 10Y R 6/6に ぶ い黄福色砂質上 (表上 )
37 10Y R 4/4褐 色砂質上 (Fy」/■ )
38 5YR4/4 にぶ い黄褐色粘 質上 (灰台む )
39,10Y R 3/2黒 褐色砂質■
40.10Y R 5/1褐 灰色粘質 Jモ

トレンテ北面断面図

К ¬ 7(電I宅

].表 土

4 ユOYR6/1
5, 25Y5/2
6 10Y R 5/

8 10Y R 5/
9 10Y R 5/1
10 10Y R 5/

12 5Y5/1
13_25Y4/1

15,10G Y 7/
16_N7/1灰
17.N6/1灰
13. 5GY7/
ユ9_礫 層
20.10Y R 5/
21.ユ OYR4/
22.撹乱
23_ 5BG7/

灰黄色砂質土

暗灰黄色粘質土

褐灰色粘質土

暗灰策色粘質土 (粗砂含 む )

褐灰色粘質土

灰 白色粘土 (粗砂・細 石含 む )

褐灰色粘質土

灰黄褐色粘質■

褐灰色粘質上

黒褐色粘質上

灰 色 粘 質 上

色粘質土 (砂礫上 )

黄灰色粘質上

1 オ リー ブ灰色粘質 Ji
明 オ リー ブ灰色粘子

自色砂質上 (砂礫土 )

明 オ リー ブ灰色砂質主 (砂礫 上 )

褐灰色粘 質エ

褐灰色粘質土

明青灰色砂質上 (4r子粗 い )

ユ遭湛票建曇なgttit】だ塗厚書f損暴お召姑硬く電≡y-5戸碓=中_士===聟 Cm
は遺構等は確認できなかった。             第 6図 出土遺物実測図

第 5層下層の炭層の時期は池田城落城に関するものと考えられ、その後、間もない時期に第

5層上層の焼上によって整地がなされたと考えられる。第 4層に関しては、元禄10年 (1697)

池田村絵図から、この場所は既に区割 りがされており、そのころには、第 4層が整地がなされ

たと考えられる。第 2層、第 3層 に関しては、安政 4年 (1857)池 田村絵図からは、畑建家と

なっており、そのことから、元禄～安政間に一時期、畑 (第 3層)と して使われ、安政 4年に

は再度宅地化 (第 2層)さ れたと考えられる。

出土遺物

今回の調査で出上した遺物は少量で、図化できたものは 4点のみである。

1・ 2は ともに第 4層から出上した土師器皿である。 1は 口径93mm、 器高17mmを測り、内外

面ともナデが施されている。 2は回径92mm、 器高18mmを測る。内面はナデが施されており、外

面は指頭圧痕が残り、外面口縁部付近は連続した指頭圧痕が残る。 3・ 4は ともに第 5層から

出上した土師器皿である。3は口径152mm、 器高23mmを測る大型の上師器皿である。内面はナデ

-7-



が施されており、外面は指頭圧痕が残るが、外面口縁部付近は横方向のナデが施されている。

4は口径 107mm、 器高21mmを測 り、 3と 同じように、内面はナデが施されており、外面は指頭圧

痕が残るが、外面口縁部付近は横方向のナデが施されている。

3.池田城跡第30次発掘調査

発掘調査は池田市建石町1978-8に おいて、個人住宅建築工事に先立ち実施した。調査地は

池田城跡の中央に位置しており、池田城が立地する五月山から張り出したなだらかな台地上に

あたる。調査面積は42∬である。

調査の概要

層序は 3層からなる。第 1層 は表上、第 2層は厚さ20cmを測る褐灰色の整地上で、出土遺物

は土師器皿等が出上したが、極少量であった。第 3層はにぶい黄褐色の地山である。

検出した遺構は柱跡、井戸、土坑等である。

井戸は調査区東隅において地山面から検出した石組みのもので、井戸枠の径が89cm、 井戸の

第 7図  トレンチ位置図

-8-
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-40m

表土
7.5YR 4/1 褐灰粘質上
10YR 5/3 にぶい責褐砂質土

第 8図  トレンチ平断面図

攪乱
7 5YR 4/2 灰褐粘質土
10YR 7/8 黄橙粘質土
7 5YR 5/2 灰褐粘質土

掘 り方は調査区外に広がっており、全体

の大きさは不明だが220cm程 と考えられる。

井戸枠内の埋土は黄橙色の粘質上が使わ

れている。井戸枠内の埋土は井戸から深

さ60cm程 までは粘質上であるが、その深

さ以下は拳大の石が詰められていること

から、人為的に埋められたことがわかる。

土坑は調査区中央において地山面から

検出したものである。大きさは、長軸195

cm、 短軸132cm、 深さ55cmを測る。埋土は

9           1            10cm

第 9図 出土遺物実測図
黒褐色の粘質上で、埋土内からは僅かに弥生土器の小片が出土するのみである。

井戸、土坑のほかに調査区全体から柱穴を検出したが、建物跡の復元はできなかった。

＼
ユ

=
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出土遺物

1・ 2は第 2層から出土し.た土師器皿で、 1は口径 731nal、 器高1511ullを測り、 2は口径881nln、

器高1511uuを測り、 1・ 2と もに内面はナデが施されており、1外面は指頭圧痕が残り、外面口縁

部付近は連続した指頭圧痕が残る。3は表土採取遺物であるが、碁笥底の中国製染付皿である。

内面見込みには菊花文、外面には一条の界線の上に芭蕉葉文が描かれている。また外面畳付か

ら底までは釉は施されていない。
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